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「米子市が管理する市道の構造の技術的基準を定める条例（案）」 

の骨子について 

  

１ はじめに 
   米子市では、「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関

係法律の整備に関する法律（平成２３年法律第３７号及び第１０５号）」による道路

法（昭和２７年法律第１８０号）等の一部改正を受け、これまで国が定めていた道

路の構造の技術的基準を当該道路の管理者である地方公共団体が条例で定めること

となりました。 

     このため、「米子市が管理する市道の構造の技術的基準を定める条例」を定めるも

のです。 

 

２ 条例に記載する事項  
（１）趣旨  

道路法に基づく、市道の構造の技術的基準等を定めることとします。 

※道路の区分において本市が整備するに該当しない、高速自動車国道及び自動車専

用道路の基準についてはその基準について定めないこととします。 

 

（２）条例で定める基準 

市道の構造の技術的基準（道路法第３０条第３項により定める基準） 

  道路法の規定では、道路の構造の技術的基準について、国が政令で定める事項と

市が条例で定める事項に区分されるため、ここでは米子市が条例で定める事項(従

来【道路構造令】で定められていた道路の幅員、線形、勾配、視距等の基準)を規

定することとします。 

 

３ 条例の概要 
（１）条例で定める基準の内容 

条例は、政令で定める基準を参酌して、都道府県道は各都道府県で、市町村道は

各市町村で定めることとされています。（国道の基準は、従前どおり政令） 

条例で定める基準は、政令（道路構造令）で定められている基準に従って定める

ことを基本とし、米子市の実情に照らし必要な内容について、独自の基準を定める

こととします。 

 

（２） 独自基準（案）の概要 

 

市道の構造の技術的基準 

①【自転車歩行者道等を設けない場合の路肩幅の拡大規定】  

 

現状・背景 

・道路構造令では、車道の左側に設ける路肩の幅員を、第３種（地方部）の道路

は０．７５ｍ以上、第４種（都市部）の道路は０．５ｍ以上と規定しています。 

・自転車歩行者道等を設けない場合においては、歩行者及び自転車等は路肩を通

行することとなりますが、通行に必要な幅は、歩行者で０．７５ｍ自転車で１．

０ｍとされております。 
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米子市の方針 

条例では、自転車等の安全性向上の観点から、路肩幅員の拡大について規定す

ることを考えています。 

 

＜参酌すべき基準：構造令 第８条第２項＞ 

○ 車道の左側に設ける路肩の幅員は、道路の区分に応じ、次の表の車道の左側に設け

る路肩の幅員の欄の左欄に掲げる値以上とするものとする。 

  だだし、付加追越車線、登坂車線若しくは変速車線を設ける箇所、長さ５０メート

ル以上の橋若しくは高架の道路又は地形の状況その他特別の理由によりやむを得ない

箇所については、同表の車道の左側に設ける路肩の幅員の欄の右欄に掲げる値まで縮

小することができる。 

区分 道路の左側に設ける路肩の幅員   

（単位 メートル） 

第３種 

 

第２級から 

第４級まで 
普通道路 ０．７５ ０．５ 

小型道路 ０．５  

第５級 ０．５  

第４種 ０．５  
 

 

                   
 

＜条例（案）＞ 

○ 車道の左側に設ける路肩の幅員は、道路の区分に応じ、次の表の車道の左側に設け

る路肩の幅員の欄の左欄に掲げる値以上とするものとする。 

 だだし、付加車線、登坂車線若しくは変速車線を設ける箇所、長さ５０メートル以上

の橋若しくは高架の道路又は地形の状況その他特別の理由によりやむを得ない箇所に

ついては、同表の車道の左側に設ける路肩の幅員の欄の右欄に掲げる値まで縮小する

ことができる。 

   （表 省略） 

○ 前項の規定にかかわらず、第３種第２級から第４級まで又は第４種第１級から第３

級の道路で自転車道を設けない場合にあって、次に掲げる場合の道路の左側に設ける

路肩の幅員は１メートル以上とするものとする。 

だだし、付加追越車線、登坂車線若しくは変速車線を設ける箇所、長さ５０メート

ル以上の橋若しくは高架の道路又は地形の状況その他特別の理由によりやむを得ない

箇所については、前項の規定によることができる。 

（１）歩道又は自転車歩行者道（以下「歩道等」という。）を設けない道路の車道 

（２）歩道等を道路の片側だけに設ける場合にあって、歩道等を設けない側の車道 

（３）自転車の交通量が多い道路で歩道を設ける場合（歩道の幅員が３メートル以上

である場合を除く。）にあって、歩道を設ける側の車道 
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②【右折車線等を設ける場合の車線幅員の縮小規定】 

 
 現状・背景 

  ・交差点における交通の円滑化を図るためには、右折車線等(屈折車線、変速車線)

を設けることが効果的ですが、沿道の状況等により、正規の幅員をとることが困

難な場合があります。 

・道路構造令では、右折車線等を設ける場合の車線幅員の縮小規定は、都市部(第４

種)の道路についてのみ規定していますが、地方部(第３種)の道路にあっても、沿

道の家屋等の状況により、正規の幅員をとることが困難な場合が想定されます。 

・また、右折車線等そのものについては、道路構造令には「３．０ｍを標準とする。 

とだけ規定されており、標準としない場合については規定されておらず、運用に

より縮小を行っている現状です。 

 

米子市の方針 

 条例では、車線幅員を縮小することで右折車線等を設けることにより交通の円滑

化が図れるよう、第３種の道路についても車線幅員の縮小について規定すること

を考えています。 

 併せて、右折車線等の縮小についても条例で規定するよう考えています。 

 

＜参酌すべき基準：構造令 第２７条第３項、第４項＞ 

○ 屈折車線又は変速車線を設ける場合においては、当該部分の車線（屈折車線及び変

速車線を除く。）の幅員は、第４種第１級の普通道路にあっては３メートルまで、第４

種第２級又は第３級の普通道路にあっては２．７５メートルまで、第４種の小型道路

にあっては２．５メートルまで縮小することができる。 

○ 屈折車線及び変速車線の幅員は、普通道路にあっては３メートル、小型道路にあっ

ては２．５メートルを標準とするものとする。 
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＜条例（案）＞ 

○ 屈折車線又は変速車線を設ける場合においては、当該部分の車線（屈折車線及び変

速車線を除く。）の幅員は、第３種第２級又は第４種第１級の普通道路にあっては３メ

ートルまで、第３種第３級又は第４種第２級若しくは第３級の普通道路にあっては２．

７５メートルまで、第４種の小型道路にあっては２．５メートルまで縮小することが

できる。 

○ 屈折車線及び変速車線の幅員は、普通道路にあっては３メートル、小型道路にあっ

ては２．５メートルを標準とするものとする。ただし、地形の状況その他の特別の理

由によりやむを得ない場合においては、０．２５メートル（大型の自動車の交通量の

占める割合が低いと認められる右折車線においては、０．５メートル）減じた値とす

ることができる。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

③【バス停の構造に関する規定】  

 

 現状・背景 

・バス停の構造については、道路構造令では規定しておらず、道路移動等円滑化基準

では高さ（１５ｃｍ）のみ規定しています。 

・現在のバス停について、停車したバスとバス停との距離が離れすぎることから、乗

降しにくいとの声が聞かれたことから、鳥取県では、バスが停留所との隙間を空け

ずに停車（以下「正着」という。）しやすい構造について、平成２３年度に関係者

団体等と協議・検討されたところです。 

 

米子市の方針 

 条例では、正着しやすいバス停の構造とするよう規定するとともに、特定道路以外

の道路のバス停への適用を図るため、市道の構造の技術的基準の中で規定すること

を考えています。 

 

＜参酌すべき基準：構造令＞ 

  規定なし 

＜参酌すべき基準：道路移動等円滑化基準 第１７条＞ 

○ 乗合自動車停留所を設ける歩道等の部分の車道等に対する高さは、１５センチメー

トルを標準とするものとする。 

○屈折（右折）車線を設ける場合の幅員 

0.5m 0.5m 0.5m 0.5m 

※上段（ ）書き ： 構造令による場合の幅員 

(17.0m) 
16.0m 

3.0m 3.0m 
(3.0m) 
2.75m 

(3.0m) 
2.5m 

(3.0m) 
2.75m 
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＜条例（案）＞ 

○ 乗合自動車の停留所を設ける歩道又は自転車歩行者道（以下「歩道等」という。）の

部分の車道等に対する高さは、１５センチメートルを標準とするものとする。 

○ 乗合自動車の停留所を設ける歩道等の部分は、その縁端と乗合自動車の乗降口の床

面の縁端との間隔ができる限り小さくなるように乗合自動車が停留できる構造とする

こと。ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場合においては、

この限りでない。 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

・テラス 

・高さ 15㎝ 


